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１．事業概要 

  １）事業者名及び代表者名 

     企業組合とちぎ労働福祉事業団 

     理事長  佐藤 賢二 
 

２）法人設立年月日 

１９９０年 ４月 ３日 
 
  ３）資本金 

     ４２，８１０，０００円 
 

４）所在地 

本部   〒321-0152 宇都宮市西川田７丁目１番２号 

宇都宮事業所 〒321-0153 宇都宮市北若松原１丁目７番１６号 
 
  ５）環境管理責任者及び事務局 

     ＥＡ－２１責任者 ： 専務理事  田中 義博 

     ＥＡ－２１事務局 ： 管 理 部  鈴木 由紀子 
 
  ６）連絡先 

     連絡担当者：  田中 義博（ＥＡ－２１責任者） 

     ＴＥＬ   ：  ０２８－６４５－５５６１ 

     ＦＡＸ   ：  ０２８－６５９－４９５９ 

     Ｅ－mail  ：  info@kyoudou.net 

     ＵＲＬ   ：  http://www.kyoudou.net 
 
  ７）事業活動の内容 

    ・一般廃棄物収集・運搬業、産業廃棄物収集・運搬業 

・建築物清掃業・建築物環境衛生管理業 

・便利屋サービス、市民生活サポート事業 

・総務・経理サポート事業 

・福祉用具貸与等事業 

・軽印刷事業 

・貸会議室業 

８）事業規模 

活動規模 単位 2008 年 2009 年 2010 年 

処 理 量 ｔ 572.6 601.4 558.9 

売 上 高 百万円 102 122 117 

従 業 員 人 30 30 30 

床 面 積 ｍ2 95.66 95.66 123.38 

２．対象範囲（認証、登録範囲） 
 

１）適用事業範囲 
 

本    部 栃木県宇都宮市西川田７丁目１番２号 

宇都宮事業所 栃木県宇都宮市北若松原１丁目７番１６号 
 

小山事業所は、協栄流通(株)の倉庫内作業の一部請負事業を実施しており、コープネット事

業連合の総合マネジメントシステムの運用下で環境負荷低減の取り組みに参加しているため、

適用から除外する。 
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ア） 許可の内容 

事業区分 許可区域 許可番号 許可年月日 有効年月日 

一般廃棄物収集運搬業

宇都宮市 第１０号 2011.07.03 2013.07.03 まで 

上三川町 第２３号 2010.11.01 2012.10.31 まで 

壬 生 町 第２号 2011.05.01 2013.04.30 まで 

小 山 市 第１－２０号 2010.04.01 2012.03.31 まで 

栃 木 市 第１０号 2010.04.02 2012.04.01 まで 

下 野 市 第２２－３１号 2010.04.01 2012.03.31 まで 

鹿 沼 市 
(生ゴミ限定）

第５３２号 2009.11.30 2011.11.30 まで 

産業廃棄物収集運搬業

（積替え・保管を除く） 

栃 木 県 0900133488 2006.03.07 2012.03.06 まで 

宇都宮市 8400133488 2006.03.06 2012.03.05 まで 
 

収集運搬する廃棄物の種類 

一般廃棄物 可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、資源ごみ等 

産業廃棄物 廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず

 

イ）施設、設備等の状況 
 

廃棄物収集運搬保有台数 
 

許可車両 車種 最大積載量 

廃棄物収集 

合計 ５台 

い す ず ／ 塵 芥 車 2,750 Kg 

い す ず ／ 塵 芥 車 2,600 Kg 

いすず／ゲート車 2.000 Kg 

ホンダ／軽ダンプ 350 Kg 

三菱／キャブオーバ 350 Kg 
 

ウ）廃棄物処理料金  
 

品    目 単 位 金額(円) 備    考 

一般廃棄物  
（可燃ごみ、不燃ごみ、
粗大ごみ、資源ごみ等） 

㎏ ３５円～ 処理料金を含んだ料金 

産業廃棄物  
（廃プラスチック類、金属
くず、ガラスくず、コンクリ
ートくず及び陶磁器くず） 

1 台 
10,000 円／車 1 台

～ 
処理料金を含まない料金 

＊ 消費税別         (種類、形状により、当組合の判断でお断りすることがあります) 

＊ 表記以外品目以外は別途見積もりの上、実施します 
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２）推進組織図 
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３．環境方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１）環境負荷の調査結果と取組み状況まとめ 
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１）環境負荷の調査結果と取り組み状況まとめ 

環境負荷削減の目標及び環境活動計画を策定するため、過去３年間の環境負荷実績の調査結

果まとめは下表の通り。 

二酸化炭素排出係数は、環境省出典の温室効果ガス排出量算定ガイドライン Ver1.4 に基づ

き、電気については０．３７８を採用した。 
 

環境への負荷の状況（取りまとめ表）     

  単位 2008 年 2009 年 2010 年 

① 総エネルギー投入量 購入電力 MJ 162,529.2 103,283.8 167,001.9

 化石燃料 MJ 755,027.9 771,401.7 739,919.1

 新エネルギー MJ 0 0 -3,776.4

 その他 MJ 0 0 0

② 総物質投入量 資源投入量 ｔ 0.2070 1.0570 0.7184

 循環資源投入量 ｔ 0 0 0

③ 水資源投入量 上水 ｍ3 125.0 126.0 107.0

 工業用水 ｍ3 0 0 0

 地下水 ｍ3 0 0 40

④ 温室効果ガス排出量 【二酸化炭素】 Kg-CO2 57.790.0 56,617.8 56,847.0

⑤ 化学物質排出量・移

動量 
大気への排出量 ｔ 0 0 0

 公共用水域への排出 ｔ 0 0 0

 土壌への排出 ｔ 0 0 0

 下水道への移動 ｔ 0.0004 0.0000 0.0000

⑥ 受託した産業廃棄物

の処理量 
収集運搬量 ｔ 572.6 601.4 558.9

 中間処理量 ｔ 0 0 0

   うち再資源化量 ｔ 0 0 0

 最終処分量 ｔ 0 0 0

 中間処理後の産廃の処分量 ｔ 0 0 0

   うち再資源化量 ｔ 0 0 0

⑦ 廃棄物等総排出量 再使用 ｔ 0 0 0

 再生利用 ｔ 0.82 1.39 0.328

 熱回収 ｔ 0.21 0.22 0.13

 単純焼却 ｔ 0 0 0

 その他 ｔ 0 0 0

⑧ 廃棄物最終処分量 最終処分量 ｔ 0 0 0

⑨ 総排水量 公共用水域 ｍ3 0 0 0

 下水道 ｍ3 125.0 126.0 147.0

 BOD ｇ 0 0 0
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２）環境への取り組み状況まとめ 

施    策 
チェック 

結果の

点数 

満点の

場合 

の点数

実施度

合 

前年 

実施度

合 

実施度合の低い施策項目 

１
．
事
業
活
動
へ
の
イ
ン

プ
ッ
ト
に
関
す
る
項
目 

１）省エネルギー、 

新エネルギー使用の拡大 
13 14 93% 92% 

・ＯＡ機器についての、エネルギー効率の

チェック、確認。 

２）省資源、グリーン購入 11 14 79% 69% 
・環境に配慮した物品等の調達に係る基

準、リストの作成、見直し。 

３）節水、水の効率的利用 7 8 88% 91% ・水道配管からの漏洩の定期点検。 

小     計 31 36 86% 89%   

２
．
事
業
活
動
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
関
す
る
項
目 

１）二酸化炭素の排出抑制、 

大気汚染等の防止 
11 12 92% 86% ・空調・冷却設備のこまめな保守点検。 

２）化学物質対策 11 12 92% 100% ・屋外での除草剤等の使用の削減。 

３）受託した産業廃棄物の 

処理における環境配慮 
24 26 92% 95% 

・事業場周辺の環境モニタリング等の環

境監視の強化。 

・委託先の処理内容の定期的なチェック。

４）事務所等における一般 

廃棄物の排出抑制、 

リサイクル、適正処理 
25 26 96% 91% 

・使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器

入り弁当等）の使用や購入の抑制。 

５）排水処理 3 4 75% 100% ・清掃業務での排水等の測定・監視。 

６）収集・運搬に伴う 

環境負荷の低減 
19 22 86% 86% 

・自動車購入の際、排ｶﾞｽﾚﾍﾞﾙ、燃費等を

考慮した車両への切り替え。 

・排気ガス・騒音・振動等のレベルを抑え

るため適正な車輌整備。 

小     計 93 102 91% 93%   

３
．
環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
項
目 

１）環境保全のための 

仕組み・体制の整備 
24 26 92% 100% 

・協力会社との課題認識の共有。 

・顧客や発注者への環境保全の提案。 

２）環境教育、環境保全 

活動の推奨等 
4 6 67% 91% 

・従業員等が環境保全活動上必要な資

格、能力等を保有できるよう養成。 

３）情報提供、社会貢献、 

地域の環境保全 
8 8 100% 93% 

・外部の関係者からの意見聴取。 ・環境

に関する既存の団体等への支援。 

・環境に関する研究や活動を行っている

サークル等に対する支援。 

４）環境ビジネス、技術開発 6 8 75% - 
・環境に関する調査・研究及び結果の公

表。 

５）国際協力及び海外事業 

における配慮 
0 0 

#DIV/

0! 
- 

・現時点では、国際協力及び海外事業は

検討範囲外。 

小     計 42 48 88% 95%   

合    計 166 186 89% 89%   
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４．環境目標 

当社の環境目標は、環境負荷の調査結果より以下のような目標を設定した。なお、目標設定

の基準は主として 2007 年度のデータを使用している。 

環境目標 
2007 年度 

基準値 
2010 年度 

短期目標 

2011 年度 

中期目標 

2012 年度 

１．二酸化炭素排出量 

二酸化炭素排出量 
2007 年度比 3％

削減 

2007年度比4％

削減 

2007年度比5％

削減 
56,144kg-CO2 

  

１．電気使用量の削減 
二酸化炭素排出量 

2007 年度比 3％

削減 

2007年度比4％

削減 

2007年度比5％

削減 
6,570kg-CO2 

２．燃料使用量の削減 

①トラック・営業車燃料 

 （軽油の削減）14,362.2L 
2007 年度比 3％

削減 

2007年度比4％

削減 

2007年度比5％

削減 二酸化炭素排出量 

37,691kg-CO2 

②トラック・営業者燃料 

 （ガソリンの削減）5,118.1L 燃料使用量 

2007 年度比 3％

削減 

2010 年度燃費

基準値 

12.6 ㎞/ℓ 

燃費 5％向上 

13.2 ㎞/ℓ 

燃費 10％向上 

13.9 ㎞/ℓ 二酸化炭素排出量 11,883kg-CO2

2010 年度基準値 12.6 ㎞/ℓ 
2011 年度より、数値目標を燃費に変更した。 

２．廃棄物の削減とリサイクル

化 

マテリアルリサイクル率の向上

 2007 年度実績・25.2％ 

2007 年度比 3％

削減 

2007年度比4％

向上 

2007年度比5％

向上 

種類別排出量情報の提供顧客数

 2007 年度実績 2 件 
55 件 60 件 65 件 

３．水資源使用量の削減  
年間水資源総使用量 

 2007 年度実績 129 ㎥ 

2007 年度比 3％

削減 

2007年度比4％

削減 

2007年度比5％

削減 

４．化学物質の管理の徹底 
対象物質の購入使用量 

 2007 年度実績 5.36 ㎏ 
使用しない 使用しない 使用しない 

５．事務用品におけるグリーン

購入の促進 

総購入品目数に占めるＧ購入品

目数 

 2007 年度比率   25.4％ 

2007 年度比 2％

削減 

2007年度比3％

向上 

2007年度比5％

向上 

６．環境負荷を低減するメンテ

ナンスシステムの提案力強

化 

導入顧客数 

 2008 年度実績 1 件 
2 件 3 件 4 件 

７.環境問題の解決に役立つ新

商品・サービスの事業開発・

提供 

商品・サービス品目数 

 2007 年度実績 2 品目 
4 品目 5 品目 6 品目 

８．一般市民、ＮＰＯと連携し

た環境学習の実施、情報提供

学習会参加延べ人数 

 2007 年度実績 0 人 
50 人参加 55 人参加 60 人参加 
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５．環境活動計画及び取り組み結果とその評価、次年度の取り組み内容 

 

 
環境活動計画 結果 

評

価 
次年度取り組み

電力使用量の

削減 

（CO2の削減） 

＜目標＞ 

2007 年度比

3％削減 

①自然エネルギーの活用による

空調使用時間の削減 

②空調温度管理の徹底、スポット

暖房等の積極的利用 

③未使用時の電気消灯の徹底、電

気器具、換気扇等の不使用時停

止 

④ＯＡ機器・照明器具・電気製品

の省エネルギー製品への切替 

⑤太陽光発電設備の活用 

猛暑の中、夏場は空調設定温度を高

めに設定し、冬場は省電力型加湿器を

使用して体感温度を上げるなどによ

り、電力使用量を一定の範囲に抑える

ことができた。作業による外出時は電

気機器の消灯を確認して出掛けてい

た。大震災以後は、屋外灯はすべて消

灯し、使用頻度の低い機器の主電源を

オフにするなど、徹底した省電力対策

を実施している。 

太陽光発電設備の活用により、電力

使用量目標も達成できた。 

○ 

①～⑤継続する 

 

緑のカーテンな

ど、自然の力の積

極的活用 

燃料使用量の

削減 

（CO2の削減） 

＜目標＞ 

2007 年度比

3％削減 

 

①アイドリングストップの徹底 

②効率の良い配車スケジュール

の検討実施 

③車両の燃料使用量と走行距離

のチェック 

④「エコドライブ」の職員への周

知、車両に掲示 

⑤アイドリングストップ装置装

着車の導入検討、低燃費車両へ

の計画的切替 

「エコドライブ」を職員への周知徹

底等により、燃料使用量の削減に努め

たものの、ガソリン使用量の削減は目

標を大きく下回った。 

要因は、業務量の増加により、ガソ

リン車両の台数及び走行距離数が増

えていることにあるため、次年度より

数値目標をガソリン車両は走行燃費

性の向上に設定し直し、全体として二

酸化炭素排出量の削減に努めること

する。 

 

△ 

 継続する 

 

二酸化炭素使用

量削減の全体目

標は変えないま

ま、ガソリン車の

数値目標は燃費

性の向上に切り

替える。 

低燃費車両への

切替えを促進す

る 

廃棄物削減と

リサイクル化 

＜目標＞ 

①マテリアル

リサイクル率

09 年比 3％向

上 

②排出量情報

の提供顧客件

数、07 年度よ

り 53 件追加 

①ビニール・プラスチック類のマ

テリアルリサイクル化 

②生ゴミリサイクルの拡大、循環

型農業をめざす農業者との連

携強化 

③その他の新規のリサイクルル

ートの開拓（発泡スチロール

他） 

④収集運搬時の分別回収の強化

（顧客への分別提案、要請） 

⑤顧客への詳細な種類別排出量

情報の提供 

⑥顧客の排出量削減に対する提

案、環境マネジメントへの協力

支援 

顧客との契約内容の変更により、ダ

ンボール回収量は減少したものの、宇

都宮市でのビニール・プラスチック分

別処理の定着や、生ごみリサイクルの

拡大により、マテリアルリサイクル率

は目標数値を達成することができた。 

顧客に対する種類別排出量情報の

提供という点では、提供顧客数を２件

増やしたものの、目標には及ばなかっ

た。要因は、そもそも一般廃棄物の収

集運搬業務の受託顧客数があまり増

えなかったことによる。 

○  継続する 

水資源使用量

の削減 

＜目標＞ 

2007 年比 3％

削減 

①車両の洗車記録の確認、洗車時

間の短縮化 

②井戸水の積極的利用、雨水の利

用検討 

③新事務所における節水策の検

討 

新事務所に移転し、トイレ用水に井

戸水を使用することとなったため、上

水の使用量を大きく削減することが

できた。今後、本部事務所の利用者数

が増加しても、一定量に収まるように

引き続き努力することとする。総排水

量の推移にも注意していく。 

 

○ 
 継続する 
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化学物質の管

理の徹底 

＜目標＞ 

使用しない 

（使用量 0㎏） 

一種類、使用量、保管量の教示的

把握、管理の徹底 

②使用量の削減 

③環境負荷の少ない薬剤に関す

る研究調査、計画的な切り替え

在庫も適切に管理することができ

た。 

有害な化学物質を含まない清掃資

材に切り替えたため、今期も有害な化

学物質を使用せずに業務を遂行する

ことができた。 

 

○ 
 継続する 

事務用品にお

けるグリーン

購入の促進 

＜目標＞ 

総購入品目数

におけるグリ

ーン購入品目

数の割合、

2007年度より

2%向上

(25.9％) 

①環境配慮型商品のカタログ用

意、状況把握 

②エコマーク商品の優先購入 

③コピー用紙等の再生紙への転

換促進 

④再生材料から作られた製品の

優先的購入 

今年度も引き続き、エコマーク商

品、再生材料使用製品の優先購入に努

め、目標を達成することができた。年

度末の消耗品発注の際もグリーン対

応品を検討しながら購入できた。以前

よりグリーン対応品が増え、選択でき

る製品が増えてきた。 

 

○ 
 継続する 

環境負荷を低

減するメンテ

ナンスシステ

ムの提案力強

化 

＜目標＞ 

メンテナンス

システムの導

入顧客数 2件 

①環境配慮型清掃資材に関する

調査、顧客への導入提案 

②環境負荷の少ないメンテナン

ス方法の研究開発、顧客への導

入提案 

③建築営繕業務における省エネ

ルギー設備への切替提案、施工

対応 

④店舗・オフィスの省エネルギー

化への提案能力の向上 

顧客スーパーマーケットの清掃に

使用するＷＡＸの種類を変更し、年間

を通じた床洗浄及びＷＡＸ塗布回数

を削減するシステムを導入すること

ができた。薬剤や作業用水の使用量を

削減するとともに、受託費用をより低

く抑えることができるようになり、顧

客から一定の評価を受けることがで

きている。 

 

○ 

①～③継続する 

 

④は環境問題の

解決に役立つ新

商品・サービスの

事業開発・提供 

へ移動 

環境問題の解

決に役立つ新

商品・サービ

スの事業開

発・提供 

＜目標＞ 

商品・サービ

ス品目数 4品

目 

①環境問題解決に役立つ新商

品・サービスの研究、開発 

②新商品・サービスの商品化、顧

客へのシステム変更の導入提

案 

③自然エネルギーを積極的に活

用した環境共生住宅等の企画、

施工 

本部事務所の太陽光採光システム

の照明設備を整備し、環境問題の解決

に役立つ新商品として、設置施工ノウ

ハウを習得し、商品化を実現した。 

品目内容（ＴＮボード、洗える畳、

生ごみリサイクル、太陽光ひまわり） 

 

○ 

 継続する 

 

店舗・オフィスの

節電、省エネルギ

ー化への提案能

力の向上 

市民、ＮＰＯ

と連携した環

境学習の実

施、情報提供 

＜目標＞ 

学習会参加者

延べ人数 50

人 

① 環境配慮型住宅等をテーマと

した環境学習会の企画及び実

施 

② 環境をテーマとして活動して

いるＮＰＯとの交流、活動支援

「豊かな高齢社会を構築するため

に～「共生」を促す住環境の創造」と

いうテーマで環境共生住宅に関する

学習会を開催し、６５名が参加して目

標を達成できた。 

とちぎコミュニティファンドを通

じて環境系ＮＰＯへの支援を行った

ものの、個々のＮＰＯとの交流にまで

は取り組めなかった。 

 

○ 

 ①～②継続 

環境放射能に関

する調査、放射線

量低下のため対

策の検討、実施 

 

 

 

 

 

頑張れ！ 
Eco 
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６．環境活動の実績 
 

１）二酸化炭素排出量の削減 

二酸化炭素排出係数は地球温暖化対策法にて 0.378（一般電気事業者）を使用している 

 
  取組項目 

目標値 １０年度 判定 

二酸化炭素排出量 

2007 年度比３％削減 
５４，６８４．１kg-CO2 ５６，３５９．４kg-CO2 

 

１－１）電力使用量の削減 
 
  取組項目 目標値 １０年度 判定 

電力使用量 

2007 年度比３％削減 
１６，８９０．０Kwh １５，９４０．０Kwh 

 

１－２）燃料使用量の削減 
 

取組項目 目標値 １０年度 
判定 

トラック・営業車 

燃料使用量 
2007 年度比３％削減 

① 軽 油 １３，９３１．０Ｌ １２，６０８．５L  

② ガソリン ５，０６１．６L ７，２５７．１L 

 

２）廃棄物の削減とリサイクル化 
 

取組項目 目標値 １０年度 判定 

廃棄物の削

減とリサイ

クル化 

①マテリアルリサイクル率

2007 年度比３％増加 
２６．０％ ３１．５％ 

 

②顧客に対する種類別排出量

情報の提供 

2007 年度比 48 件増 

５５件 ４９件  

 

３）水資源使用量の削減 
 

取組項目 目標値 １０年度 判定 

水資源使用量 

2007 年度比３％削減 
１２５．１ｍ３ １０７．０ｍ３ 

 

４）化学物質の管理の徹底 

 
 

 
 

 

５）事務用品におけるグリーン購入の促進 

 

 

 

取組項目 目標値 １０年度 判定 

対象物質の購入使用量 

使用しない 
使用しない 使用しない 

取組項目 目標値 １０年度 判定 

グリーン購入品目数 

2007 年度比２％増加 
２６．４％ ３４．１％ 
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６）環境負荷を低減するメンテナンスシステムの提案力強化 

 

 

 

 

 

７．８）環境問題の解決に役立つ新商品･サービスの事業開発・提供 
 
 
 

 

 

 

９）一般市民、ＮＰＯと連携した環境学習の実施、情報提供 

 

 

 

 

 

７．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 

１）当社が遵守すべき主な法規制の一覧表 

当社に関連する主な法規制は下表の通り。 
 

法規制等 適用条項等    当組合の対応 遵守状況 

・廃棄物処理法 

・関係する市の環境基

本条例 

Ｈ7条 ・一般廃棄物の収集・運搬

業の許可 

①許可書確認（4 月 /年１

回） ・２年ごとの更新 

許可証の保管 

有効期限の確認 

Ｈ14 条 ・産業廃棄物の収集・運

搬業の許可 

①県知事許可書確認（4月/年１

回） ・５年ごとの更新 

許可証の保管 

有効期限の確認 

Ｈ12 条 ・排出事業者との収集・

運搬、処分の個別委託契約の締結

③委託契約書の締結確認（4月/

年１回） 

契約書の保管 

･契約の更新 

Ｈ12 条-3 -2 ・管理表（マニフ

ェスト）の交付 

④記載内容・排出事業者への報

告（１回/月） 
送付の徹底 

・所定事項を記述した帳簿の５年

間保管 
⑤保管確認（4月/年１回） 帳簿確認 

・廃棄物の分別、保管、収集、運

搬、再生、処分等の適正処理の遵

守 

⑥適正処理の遵守状況確認（１

回/月） 

担当者からの聞き取り

及び書類点検にて確認

・道路交通法 

・道路運送車両法 

・道路法 

①安全運転義務 

②交通公害防止の交通規制の遵守

③車両の点検整備の義務 

④交通の危険防止（車両の大き

さ・重量・車両の通行方法） 

・安全運転 

・交通公害防止の交通規制遵守 

・車両の点検整備の徹底 

・車検等、法令に基づく車両管

理 

担当者からの聞き取り

及び書類点検にて確認

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律（廃掃法） 

H12 条 3-1 

地方公共団体への協力 

・条例に定められた処理施設へ

の運搬 
自社で運搬 

取組項目 目標値 １０年度 判定 

提案顧客数 

2007 年度実績 ０件 
２件 ２件 

取組項目 目標値 １０年度 判定 

商品・サービス品目数 

 2007 年度実績 ２品目 
４品目 ４品目 

取組項目 目標値 １０年度 判定 

学習会参加延べ人数 

 2007 年度実績 ０人 
２５人 ６５人 
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           R6  収集運搬車の表示等 ・産業廃棄物の収集運搬に当た

って運搬車車体両側の外側に

産業廃棄物運搬車である表示。

及び書面を備え付けること 

表示している 

H12 条 3-1,5,7,8                 

K8 条 21,26,28,29  

産業廃棄物管理表（マニフェスト）

・マニフェストの交付、保存、

送付内容確認、不適切な状況に

対する処置              

・交付者は管理表の写し(A 票)

を 5年間保存すること        

マニュフェストの交

付・保管 

K8 条 27 

（管理票交付者の報告書） 

・事業場ごとに、毎年 6 月 30

日までに、その年の 3 月 31

日以前の 1年間において交付

した管理票の交付等の状況

を当該事業場の所在地を管

轄する都道府県知事に提出

する。 

現在廃棄なし 

資源の有効な利用の促

進に関する法律 

（改正リサイクル法） 

（ﾊﾟｿｺﾝﾘｻｲｸﾙ法） 

H4 条  関係者の責務 
・指定業者・各メーカーに処理

依頼 
現在廃棄なし 

国等による環境物品等

の調達の推進等に関す

る法律 

（グリーン購入法） 

H5 条 物品及びサービスの購入 

・ＯＡ機器、ＯＡサプライ、清

掃資材等の購入における環

境配慮型商品の品目拡充 

拡大努力中 

H12 条 情報提供 

・ＴＮボード、バイオケアシス

テム、伝統木構法等の提案活

動の推進 

顧客に提案中 

特定製品に係るフロン

類の回収及び破壊の実

施の確保等に関する法

律（ﾌﾛﾝ類回収破壊法） 

H19 条 第１種特定製品廃棄者の

引渡し義務 
・廃棄時に、指定業者に依頼 現在廃棄なし 

改正フロン回収破壊法 

（2007.10.1 施行） 

第１種特定製品廃棄等実施者によ

る書面の交付等 

・回収依頼書の発行と３年間の

保管 
現在廃棄なし 

特定家庭用機器再商品

化等の促進に関する法

律 （家電リサイクル

法） 

H6 条  関係者の責務 

・長期使用 

・廃棄の際、指定業者にリサイ

クル料金を支払う 

現在廃棄なし 

使用済自動車の再資源

化等に関する法律   

（自動車リサイクル

法） 

H8 条  自動車所有者 
・廃棄時に、指定業者に依頼（リ

サイクル券）する 
廃棄の際に適正に実施

H73 条 再資源化等預託金の預託  預託金支払を確認 

自動車から排出される

窒素酸化物及び粒子状

物質の特定地域におけ

る総量の削減等に関す

る特別措置法 

(自動車 NOx・PM 法） 

Ｈ4条 事業者の責務 ・適合車両の使用 適合車両を使用 

毒物劇物取締法 

【非届け出者】(業務上取扱者） 

Ｈ11 条-1 毒物，劇物の取り扱い

・保管場所には鍵をかける 

・在庫量を記録し、紛失・盗難

を防止する 

適正に実施 

Ｈ12-3  毒物，劇物の表示 

・貯蔵場所に｢医薬用外｣と毒物

には｢毒物｣、劇物には｢劇物｣

の文字を表示する 

・棚に大きく品名を記載し注意

喚起する 

適正に実施 

Ｈ16-2 緊急時の届け出  現在該当なし 
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自治体の条例 

法規制等 適用条項等 当社の対応 遵守状況 

栃木県環境基本条例 第 6条 事業者の責務 

事業活動全般にわたる環境配慮

の強化 
適正に実施 

廃棄物削減とリサイクル化（分別

強化） 
適正に実施 

二酸化炭素排出量の削減（車両等

の管理） 
品目の拡大努力中 

事務用品及びビルメン業務での

環境配慮型商品の積極的活用 
 

行政施策への積極的協力 積極的に協力 

宇都宮市環境基本条例 第 5条 事業者の責務 

二酸化炭素排出量の削減（車両等

の管理） 

廃棄物削減とリサイクル化（分別

強化） 

配慮を強めている 

事務用品及びビルメン業務での

環境配慮型商品の積極的活用 
品目の拡大努力中 

環境保護活動を行う NPO 等への

支援 
配慮を強めている 

行政施策への積極的協力 積極的に協力 

宇都宮市廃棄物の処理

及び清掃に関する条例 

第 1条の 4 事業者の責務 

廃棄物排出量の削減 適正に実施 

ビルメン業務における環境配慮

型商品の活用 
品目の拡大努力中 

行政施策への積極的協力 積極的に協力 

第 3 条 事業系一般廃棄物の処

理 

・分別の徹底 

・自社による運搬、処分場への搬

入 

適正に実施 

栃木県生活環境の保全

等に関する条例 

第 57 条 低公害車の購入等 
・車両の新規購入時における低公

害車の積極的導入 

購入時において積極的

に検討 

第 58 条 自動車の走行量の抑

制 

・車両の燃料使用料と走行距離の

確認 

・効率の良い配車スケジュールの

検討実施 

配慮を強めている 

第 59 条 自動車の駐車時にお

ける原動機の停止 
・アイドリングストップの徹底 配慮を強めている 

 

２）法令違反、関係機関からの行政指導・是正勧告の有無、 

関連法規制の遵守状況確認を毎年１回実施しており、年度内に違反は発生しなかった。関係

機関からの行政指導・是正勧告及び訴訟等も発生しなかった。また、地域住民からのクレーム

もなかった。 
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８．代表者による全体評価と見直し 

 

みんなで協力


